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●当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 
追加型投信／海外／株式／特殊型（ブル・ベア
型） 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファン
ド（以下、「マザーファンド」といいます。）
の受益証券を高位に組み入れることにより、
日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数
（米ドルベース）の値動きの２倍程度となるこ
とをめざして運用を行います。 

主要投資対象 

ベビーファンド 
auAM レバレッジ NASDAQ100
マザーファンドの受益証券 

auAM レバレッジ 
N A S D A Q 1 0 0 
マザーファンド 

米国の株価指数先物取引、米
国の債券および国内の債券 

組 入 制 限 

ベビーファンドの 
マザーファンド組入上限比率 

無制限 

マザーファンドの 
株式組入上限比率 

無制限 

分 配 方 針 

・ 分配対象額は、経費控除後の配当等収益（マ
ザーファンドの信託財産に属する配当等収
益のうち、信託財産に属するとみなした額を
含みます。）および売買益（評価益を含みます。 
ただし、マザーファンドの信託財産に属する
配当等収益のうち、信託財産に属するとみな
した額を除きます。）等の全額とします。 

・ 原則として、信託財産の成長に資することを
目的に、配当等収益の中から基準価額の水準
等を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合には、分配を行
わないことがあります。 

 

 

auAMレバレッジ NASDAQ100 
 
 

運 用 報 告 書（全体版） 
第３期 

（決算日 2025年７月28日） 

（作成対象期間 2024年７月30日～2025年７月28日） 

 

 

受益者の皆様へ 
 

平素より格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し

上げます。 

当ファンドは、auAM レバレッジ NASDAQ100

マザーファンドの受益証券を高位に組み入れるこ

とにより、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100 

指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度となる

ことをめざしております。当期につきましてもそ

れに沿った運用を行いました。ここに、運用状況

をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
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auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 1 － 

■設定以来の運用実績 

決 算 期 

基 準 価 額 
NASDAQ100指数 

（米ドルベース） 株式先物 
比  率 

公 社 債 
組入比率 

純資産 
総 額 

(分配落) 
税引前 
分配金 

期 中 
騰落率 

(参考指数) 
期 中 
騰落率 

（設 定 日） 円 円 ％   ％ ％ 百万円 

2022年７月28日 10,000 － － 10,000 － － － 1 

１期(2023年７月27日) 12,723 0 27.2 12,187 21.9 201.9 － 8,919 

２期(2024年７月29日) 16,577 0 30.3 14,958 23.0 202.3 － 27,126 

３期(2025年７月28日) 21,391 0 29.0 18,299 22.3 200.1 20.0 30,158 

（注１） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。また、期中騰落率は、期末の基準価額（税引前分配金含む）を設定日の基準価額で除して算出

したものです。 

（注２） 設定日の純資産は、設定元本を表示しております。 

（注３） NASDAQ100指数（米ドルベース）は、NASDAQ100指数（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を10,000としてauアセッ

トマネジメントが計算したものです。 

（注４） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。 

（注５） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。 

（注６） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注７） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式先物比率」、「公社債組入比率」は、実質組入比率を記載しております。 
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auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 2 － 

■当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 

基 準 価 額 NASDAQ100指数(米ドルベース) 
株式先物 
比  率 

公 社 債 
組入比率  騰落率 (参考指数) 

期 中 
騰落率 

 円 ％   ％ ％ 

(期 首)2024年７月29日 16,577 － 14,958 － 202.3 － 

７月末 16,167 △ 2.5 14,779 △ 1.2 200.8 － 

８月末 16,868 1.8 15,196 1.6 200.5 － 

９月末 17,865 7.8 15,733 5.2 200.3 － 

10月末 18,399 11.0 16,031 7.2 203.4 26.7 

11月末 18,869 13.8 16,311 9.0 200.2 24.2 

12月末 19,859 19.8 16,884 12.9 202.4 22.4 

2025年１月末 19,666 18.6 16,912 13.1 200.4 22.5 

２月末 17,783 7.3 16,159 8.0 207.8 25.3 

３月末 15,473 △ 6.7 15,161 1.4 203.5 27.9 

４月末 15,413 △ 7.0 15,368 2.7 197.5 27.3 

５月末 18,303 10.4 16,798 12.3 201.6 22.4 

６月末 20,207 21.9 17,719 18.5 200.4 20.8 

(期 末)2025年７月28日 21,391 29.0 18,299 22.3 200.1 20.0 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２） NASDAQ100指数（米ドルベース）は、NASDAQ100指数（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を10,000としてauアセッ

トマネジメントが計算したものです。 
（注３） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。 
（注４） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。 
（注５） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
（注６） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式先物比率」、「公社債組入比率」は、実質組入比率を記載しております。 

 
 
当ファンドは、Nasdaq, Inc.またはその関連会社（以下、Nasdaq, Inc.およびその関連会社を「株式会社」と総称します。）

によって、支援、推奨、販売または販売促進されるものではありません。株式会社は、ファンドの合法性もしくは適合性につ

いて、または当ファンドに関する記述および開示の正確性もしくは妥当性について認定するものではありません。株式会社は、

当ファンドの保有者または公衆一般のいかなる者に対しても、一般的な証券投資または特に当ファンドへの投資についての妥

当性や、NASDAQ-100 Index®の一般的な株式市況への追随可能性について、明示的か黙示的かを問わず、何らの表明もしく

は保証も行いません。株式会社とauアセットマネジメント株式会社との関係は、Nasdaq®およびNASDAQ-100 Index®の登録商

標ならびに株式会社の一定の商号について使用を許諾すること、ならびに、auアセットマネジメント株式会社または当ファン

ドとは無関係に、ナスダックが決定、構築および算出を行うNASDAQ-100 Index®の使用を許諾することに限られます。ナス

ダックは、NASDAQ-100 Index®の決定、構築および計算に関し、auアセットマネジメント株式会社または当ファンドの保有

者の要望を考慮する義務を負いません。株式会社は、当ファンドの発行に関してその時期、価格もしくはその数量の決定につ

いて、または当ファンドを換金する際の算式の決定もしくは計算についての責任を負っておらず、また関与をしていません。

株式会社は、NASDAQ-100 Index®とそれに含まれるデータの正確性および中断されない算出を保証しません。株式会社は、

NASDAQ-100 Index®またはそれに含まれるデータの利用により、auアセットマネジメント株式会社、当ファンドの保有者ま

たはその他いかなる者もしくは組織に生じた結果についても、明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行いません。株式会

社は、明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行わず、かつNASDAQ-100 Index®またはそれに含まれるデータの利用に関

する、特定の目的または利用のための市場商品性または適合性については、いかなる保証についても明示的に否認します。上

記に限らず、いかなる場合においても、株式会社は、いかなる逸失利益または特別、付随的、懲罰的、間接的もしくは派生的

損害や損失について、たとえもし当該損害等の可能性につき通知されていたとしても、何らの責任も負いません。 
  



全体版 
 
Filename： 02_w16_auAMレバレッジ NASDAQ100_2507（本文） 

LastSave:9/9/2025 1:53:00 PM LastPrint：9/9/2025 1:53:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下48.52 左右13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99)

 

auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 3 － 

■運用経過 

□基準価額等の推移について 

  
基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
純資産総額（右軸）   

 
第３期首：16,577円 

第３期末：21,391円（既払分配金０円） 

騰落率：29.0％（分配金再投資ベース）  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額などにより課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
□基準価額の主な変動要因 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンドの受益証券を高位に組み入れることにより、日々の

基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度となることをめざした運用

を行った結果、当期の基準価額・分配金再投資基準価額は29.0％上昇しました。くわしくは「投資環

境について」をご参照ください。 
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auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 4 － 

□投資環境について （2024年７月30日～2025年７月28日）

＜株式市況＞ 

期中のNASDAQ100指数は上昇しました。期初は日銀の利上げ決定によるグローバル投資資金の巻き

戻しや、８月の米雇用統計の悪化による米景気後退懸念の高まりから、急激なリスクオフ相場となり

株式市場は大幅に下落しましたが、その後は同懸念が和らぐと反発上昇基調で推移しました。９月後

半から10月半ばにかけては上値の重い展開が続きましたが、その後米景気のソフトランディング観測

が強まり上昇しました。11月には米大統領選挙結果を受けて大きく上昇し12月半ばまではAIブームな

どが下支え要因となり、同指数は上昇基調で推移しました。１月に入ると金利上昇への嫌気などから

軟調な値動きとなりましたが、米CPI後は反発上昇に転じました。月末にかけては上昇基調で推移しま

したが、中国のスタートアップ企業、DeepSeekのAIモデルの台頭により米テック企業の優位性に対す

る懸念が高まり、同指数は大幅下落しました。その後はトランプ大統領による関税政策がグローバル

経済に大きくマイナスの影響を与えるとの見方から、投資家のリスク回避姿勢が強まり、同指数は下

落しました。４月には米国の相互関税発表を受けて世界的に急激なリスクオフが進行しましたが、月

半ば以降は貿易戦争のエスカレート懸念が後退したことなどから買い戻しの動きが優勢となり同指数

は上昇しました。５月には米中両政府が関税を引き下げたことで投資家センチメントが改善し、４月

下旬からの反発上昇基調が継続しました。その後も米国による関税リスクへの警戒感が薄れ、堅調な

経済指標や企業決算、ボラティリティ低下などを背景に同指数は上昇し期末を迎えました。 
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auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 5 － 

□ポートフォリオについて 

＜当ファンド＞ 

当ファンドの運用方針に基づき、auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンドの受益証券を高位

に組み入れることにより、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍

程度となることをめざした運用を行いました。 

 

＜auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド＞ 

株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、原則として、信託財産の純資産総額の２倍程度になるよ

うに調整しました。また、コール・ローン等による運用も行いました。為替変動リスクを低減するた

め、為替ヘッジを行いました。 

米国の株価指数先物取引については、E-mini NASDAQ100種株価指数先物取引を利用しました。米国

の株式への直接投資は行っておりません。 

 
□ベンチマークとの差異について 

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。 

以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。 
 

 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

 

  

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0
(％)

当 期
（2024.7.30～2025.7.28）

基準価額 
NASDAQ100指数 
（米ドルベース） 



全体版 
 
Filename： 02_w16_auAMレバレッジ NASDAQ100_2507（本文） 

LastSave:9/9/2025 1:53:00 PM LastPrint：9/9/2025 1:53:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下48.52 左右13.99) 

 (裁ち落としサイズ：上下45.52 左右10.99) 

 

auAMレバレッジ NASDAQ100 

－ 6 － 

□分配金について 

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通り

とさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留

保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 
＜分配原資の内訳（１万口当り）＞ 

項目 
当期 

2024年７月30日～2025年７月28日 

当期分配金（税引前）（円） 0

（対基準価額比率） （％） （0.00）

 当期の収益 （円） －

 当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 11,390

（注１） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額

です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 

（注２） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。 

（注３） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。 

 
■今後の運用方針 

＜当ファンド＞ 

当ファンドの運用方針に基づき、auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンドの受益証券を主要

投資対象とし、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度とな

ることをめざします。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。 

 

＜auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド＞ 

主として、米国の株価指数先物取引を買い建てます。株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、原

則として、信託財産の純資産総額の２倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値

動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度となることをめざします。また、為替変

動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。 
※上記見通しと投資方針については、作成日時点における見通し、投資方針であり、今後予告なく変更される場合があります。 
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■１万口当りの費用の明細 

項目 

当期 

（2024.７.30～2025.７.28） 項目の概要 

金額（円） 比率（％） 

運 用 管 理 費 用 

（信 託 報 酬） 

78円 0.432％ 運用管理費用（信託報酬）＝当期中の平均基準価額×信託報酬率 

当期中の平均基準価額は18,107円です。 

（投 信 会 社） （ 37） （ 0.202） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価

額の計算、法定書面等の作成等の対価 

（販 売 会 社） （ 37） （ 0.202） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価 

（受 託 銀 行） （ 5） （ 0.027） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

売 買 委 託 手 数 料 3 0.016 売買委託手数料＝当期中の売買委託手数料／当期中の平均受益権口数 

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

（先物・オプション） （ 3） （ 0.016）  

有 価 証 券 取 引 税 － － 有価証券取引税＝当期中の有価証券取引税／当期中の平均受益権口数 

有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

そ の 他 費 用 1 0.003 その他費用＝当期中のその他費用／当期中の平均受益権口数 

（保 管 費 用） （ 0） （ 0.000） 有価証券等の保管等のために、海外の銀行等に支払う費用 

（監 査 費 用） （ 1） （ 0.003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

（そ の 他） （ 0） （ 0.000） 信託事務の処理等に関するその他の費用 

合 計 82 0.451  

（注１） 当期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 

（注３） 各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。 

（注４） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額

のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用

は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。 
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（参考情報） 

■総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除し

た総経費率（年率）は0.44％です。 
 

 

 

 
（注１） １万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注３） 各比率は、年率換算した値です。 

   

その他費用 

0.00％ 

総経費率 

0.44％ 

運用管理費用（受託会社）

0.03％ 

運用管理費用（販売会社）

0.20％ 

運用管理費用（投信会社）

0.20％ 
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■売買および取引の状況 

親投資信託受益証券の設定・解約状況 

 （2024年７月30日から2025年７月28日まで）

 
設  定 解  約 

口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド 1,605,984 2,653,000 3,928,198 7,216,600 

（注）単位未満は切捨て。 

 
■利害関係人との取引状況等（2024年７月30日から2025年７月28日まで） 

当期中における利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 
■組入資産明細表 

親投資信託残高 

 

期   首 
(前 期 末) 

当  期  末 

口   数 口   数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド 16,216,306 13,894,092 30,069,594 

（注）単位未満は切捨て。 

 
■投資信託財産の構成 

2025年７月28日現在

項   目 
当  期  末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド 30,069,594 99.0 

コール・ローン等、その他 290,425 1.0 

投資信託財産総額 30,360,019 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 
（注２） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、７月28日における邦貨換算レート

は、１アメリカ・ドル＝147.77円です。 
（注３） auAMレバレッジ NASDAQ100マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産（20,640,637千円）の投資信託財産総額（50,697,190千円）

に対する比率は、40.7％です。   
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

2025年７月28日現在

項  目 当 期 末 

(A) 資 産 30,360,019,244円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 160,425,169 

 
auAM レバレッジ NASDAQ100 

マ ザ ー フ ァ ン ド ( 評 価 額 ) 
30,069,594,075 

 未 収 入 金 130,000,000 

(B) 負 債 201,303,890 

 未 払 解 約 金 143,933,134 

 未 払 信 託 報 酬 56,980,756 

 そ の 他 未 払 費 用 390,000 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 30,158,715,354 

 元 本 14,098,932,681 

 次 期 繰 越 損 益 金 16,059,782,673 

(D) 受 益 権 総 口 数 14,098,932,681口 

 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 21,391円 

（注１）期首における元本額は16,363,807,401円、当期中における追
加 設 定 元 本 額 は 5,881,577,480 円 、 同 解 約 元 本 額 は
8,146,452,200円です。 

（注２） 当期末の計算口数当りの純資産額は21,391円です。 
 

■損益の状況 

当期 自2024年７月30日 至2025年７月28日

項  目 当  期 

(A) 配 当 等 収 益 427,851円 

 受 取 利 息 427,851 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 6,453,456,551 

 売 買 益 8,131,313,220 

 売 買 損 △ 1,677,856,669 

(C) 信 託 報 酬 等 △   122,907,500 

(D) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,330,976,902 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 3,345,153,823 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 6,383,651,948 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   4,412,598,587) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   1,971,053,361) 

(G) 合 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 16,059,782,673 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ) 16,059,782,673 

 追 加 信 託 差 損 益 金 6,383,651,948 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   4,424,685,665) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   1,958,966,283) 

 分 配 準 備 積 立 金 9,676,130,725 

（注１） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて
表示しております。 

（注２） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、
元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処
理されます。 

（注３） 収益分配金の計算過程は下記「分配金の計算過程」をご参照
ください。 

分配金の計算過程 

項  目 当  期 

（a）経費控除後の配当等収益 341,911,710円 

（b）経費控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益 5,989,065,192円 

（c）収益調整金 6,383,651,948円 

（d）分配準備積立金 3,345,153,823円 

（e）分配対象額（a＋b＋c＋d） 16,059,782,673円 

（f）分配対象額（１万口当たり） 11,390.78円 

（g）分配金 0円 

（h）分配金（１万口当たり） 0円 
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■お知らせ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款の「運用報告書」に関する

条文を変更しました。 

 （変更日 2025年４月１日） 
 

2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書につ

いては書面交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて

顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティ

への貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法で

の情報提供を進めてまいります。 

 

 

収益分配金のお知らせ 

１万口当り分配金 ０円 

 

・ 分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」

があります。 

・ 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分

配金となります。 

・ 分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、

残りの額が普通分配金です。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から

当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンド 

運用報告書 第３期（決算日 2025年７月28日） 

（作成対象期間 2024年７月30日～2025年７月28日） 

auAM レバレッジ NASDAQ100マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。 

★当ファンドの仕組みは次の通りでした。 

運 用 方 針 
日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度となることをめざして運用

を行います。 

主要投資対象 米国の株価指数先物取引、米国の債券および国内の債券 

株式組入制限 無制限 
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■当期中の基準価額と市況等の推移 

  

年 月 日 
基準価額 

NASDAQ100指数
(米ドルベース) 株式先物 

比  率 
公 社 債 
組入比率 

 騰落率 (参考指数) 
期 中 
騰落率 

 円 ％   ％ ％ 
(期 首)2024年７月29日 16,697 － 14,958 － 202.6 － 

７月末 16,283 △ 2.5 14,779 △ 1.2 201.2 － 

８月末 17,004 1.8 15,196 1.6 201.1 － 

９月末 18,019 7.9 15,733 5.2 200.9 － 

10月末 18,565 11.2 16,031 7.2 203.6 26.7 

11月末 19,047 14.1 16,311 9.0 200.4 24.3 

12月末 20,055 20.1 16,884 12.9 202.4 22.4 

2025年１月末 19,866 19.0 16,912 13.1 201.2 22.5 

２月末 17,965 7.6 16,159 8.0 208.4 25.3 

３月末 15,631 △ 6.4 15,161 1.4 204.0 27.9 

４月末 15,569 △ 6.8 15,368 2.7 198.0 27.3 

５月末 18,500 10.8 16,798 12.3 201.9 22.4 

６月末 20,435 22.4 17,719 18.5 200.6 20.8 

(期 末)2025年７月28日 21,642 29.6 18,299 22.3 200.7 20.1 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） NASDAQ100指数（米ドルベース）は、NASDAQ100指数（米ド

ルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を10,000
としてauアセットマネジメントが計算したものです。 

（注３） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日
の終値を採用しています。 

（注４） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合
があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用して
おります。 

（注５） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
 
■運用経過 
□基準価額等の推移について 
【基準価額・騰落率】 
期首時：16,697円 期末時：21,642円 
騰落率：29.6％ 

【基準価額の主な変動要因】 
株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、信託

財産の純資産総額の２倍程度になるように調整
し、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数

（米ドルベース）の値動きの２倍程度となること
をめざした運用を行った結果、当期の基準価額・
分配金再投資基準価額は29.6％上昇しました。く
わしくは「投資環境について」をご参照ください。 
 
□投資環境について 

＜株式市況＞ 
期中のNASDAQ100指数は上昇しました。期初

は日銀の利上げ決定によるグローバル投資資金
の巻き戻しや、８月の米雇用統計の悪化による米
景気後退懸念の高まりから、急激なリスクオフ相
場となり株式市場は大幅に下落しましたが、その
後は同懸念が和らぐと反発上昇基調で推移しま
した。９月後半から10月半ばにかけては上値の重
い展開が続きましたが、その後米景気のソフトラ
ンディング観測が強まり上昇しました。11月には
米大統領選挙結果を受けて大きく上昇し12月半
ばまではAIブームなどが下支え要因となり、同指
数は上昇基調で推移しました。１月に入ると金利
上昇への嫌気などから軟調な値動きとなりまし
たが、米CPI後は反発上昇に転じました。月末にか
けては上昇基調で推移しましたが、中国のスター
トアップ企業、DeepSeekのAIモデルの台頭により
米テック企業の優位性に対する懸念が高まり、同
指数は大幅下落しました。その後はトランプ大統
領による関税政策がグローバル経済に大きくマ
イナスの影響を与えるとの見方から、投資家のリ
スク回避姿勢が強まり、同指数は下落しました。
４月には米国の相互関税発表を受けて世界的に
急激なリスクオフが進行しましたが、月半ば以降
は貿易戦争のエスカレート懸念が後退したこと
などから買い戻しの動きが優勢となり同指数は
上昇しました。５月には米中両政府が関税を引き
下げたことで投資家センチメントが改善し、４月
下旬からの反発上昇基調が継続しました。その後
も米国による関税リスクへの警戒感が薄れ、堅調
な経済指標や企業決算、ボラティリティ低下など
を背景に同指数は上昇し期末を迎えました。 
 
□ポートフォリオについて 

株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、原則
として、信託財産の純資産総額の２倍程度になる
ように調整しました。また、コール・ローン等に
よる運用も行いました。為替変動リスクを低減す
るため、為替ヘッジを行いました。 
米国の株価指数先物取引については、E-mini 

NASDAQ100種株価指数先物取引を利用しました。
米国の株式への直接投資は行っておりません。
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□ベンチマークとの差異について 

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。 
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。 

 

 

 
 
■今後の運用方針 

主として、米国の株価指数先物取引を買い建てます。株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、原
則として、信託財産の純資産総額の２倍程度になるように調整することにより、日々の基準価額の値
動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの２倍程度となることをめざします。また、為替変
動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。 
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■１万口当りの費用の明細 

項  目 当 期 

売買委託手数料 3円 

（先物・オプション） （ 3) 

有価証券取引税 － 

その他費用 0 

（保管費用） （ 0) 

（その他） （ 0) 

合  計 3 

（注１） 費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項目の概要をご参照ください。 

（注２） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 

 
 
■売買および取引の状況 

（１）公社債 

（2024年７月30日から2025年７月28日まで）

 買  付  額 売  付  額 

国
内 

 千円 千円 

国債証券 29,968,860 
19,998,420 

(        －) 

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。 

（注２）( )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。 

（注３）単位未満は切捨て。 

 

（２）先物取引の種類別取引状況 

（2024年７月30日から2025年７月28日まで）

種  類  別 
買  建 売  建 

新規買付額 決  済  額 新規売付額 決  済  額 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

外
国 

株式先物取引 487,283 453,353 － － 

（注１）金額は受渡し代金。 

（注２）単位未満は切捨て。 
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■先物・オプション取引状況等 

先物取引の銘柄別取引状況・残高状況 

 （2024年７月30日から2025年７月28日まで）

銘  柄  別 
買  建 売  建 作 成 期 末 評 価 額 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益 

   百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

外
国 

株
式 

NASDAQ 100 

E-MINI（アメ
リカ） 

487,283 453,353 － － 99,883 － 4,978 

（注）単位未満は切捨て。 

 
 
■主要な売買銘柄 
（１）公社債 

（2024年７月30日から2025年７月28日まで）

当     期 

買       付 売       付 

銘  柄 金  額 銘  柄 金  額 

 千円  千円 

1261国庫短期証券 9,996,180 1296国庫短期証券 9,999,320 

1296国庫短期証券 9,991,570 1261国庫短期証券 9,999,100 

1311国庫短期証券 9,981,110   

（注１） 金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません)。 

（注２） 単位未満は切捨て。 
 

（２）先物取引の銘柄別取引状況 

銘  柄  別 
当  期  末 

買 建 額 売 建 額 

 百万円 百万円 

外
国 

 

NASDAQ 100 E-MINI 99,883 － 

（注１）外貨建の評価額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算

したものです。 

（注２）評価額の単位未満は切捨て。 
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■組入資産明細表 

（１）国内（邦貨建）公社債（種類別） 
作 成 期 当        期        末 

区   分 額面金額 評 価 額 
組 入 
比 率 

うちBB格 
以下組入 
比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国 債 証 券 10,000,000 9,984,820 20.1 － － － 20.1 

 (10,000,000) (9,984,820) (20.1) (－) (－) (－) (20.1)
合  計 10,000,000 9,984,820 20.1 － － － 20.1 

 (10,000,000) (9,984,820) (20.1) (－) (－) (－) (20.1)
(注１) ( )内は非上場債で内書き。 
(注２) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注３) 額面金額、評価額の単位未満は切捨て。 
(注４) 評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 

（２）国内（邦貨建）公社債（銘柄別） 

当        期        末 

区  分 銘  柄 年利率 額面金額 評  価  額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  
国 債 証 券 1311国庫短期証券 － 10,000,000 9,984,820 2025/12/10 

合  計 
銘柄数 １銘柄     
金  額   10,000,000 9,984,820  

(注) 額面金額、評価額の単位未満は切捨て。 

 

 
■投資信託財産の構成 

2025年７月28日現在 

項       目 
当  期  末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
公社債 9,984,820 19.7 

コール・ローン等、その他 40,712,370 80.3 

投資信託財産総額 50,697,190 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注２） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したも

のです。なお、７月28日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝147.77円です。

（注３） 当期末における外貨建資産（20,640,637千円）の投資信託財産総額（50,697,190千円）

に対する比率は、40.7％です。 
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■資産、負債、元本および基準価額の状況 

2025年７月28日現在

項  目 当 期 末 

(A) 資 産 81,428,859,311円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 11,085,283,456 

 公 社 債 （ 評 価 額 ） 9,984,820,520 

 未 収 入 金 35,973,790,394 

 差 入 委 託 証 拠 金 24,384,964,941 

(B) 負 債 31,663,685,990 

 未 払 金 31,479,685,990 

 未 払 解 約 金 184,000,000 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 49,765,173,321 

 元 本 22,994,787,262 

 次 期 繰 越 損 益 金 26,770,386,059 

(D) 受 益 権 総 口 数 22,994,787,262口 

 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 21,642円 

（注１）期首における元本額は16,696,652,785円、当期中における追

加設定元本額は 12,769,861,418 円、同解約元本額は

6,471,726,941円です。 

（注２）当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託

の元本額は、auAMレバレッジ NASDAQ100 13,894,092,078円、

auAMレバレッジNASDAQ100為替ヘッジ無し 9,100,695,184円

です。 

（注３）当期末の計算口数当りの純資産額は21,642円です。 

■損益の状況 

当期 自2024年７月30日 至2025年７月28日

項  目 当  期 

(A) 配 当 等 収 益 533,291,084円 

 受 取 利 息 575,965,053 

 支 払 利 息 △    42,673,969 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △   610,846,266 

 売 買 益 4,317,529,054 

 売 買 損 △ 4,928,375,320 

(C) 先 物 取 引 等 損 益 11,257,848,165 

 取 引 益 24,778,029,613 

 取 引 損 △13,520,181,448 

(D) そ の 他 費 用 △        12,539 

(E) 当期損益金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 11,180,280,444 

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 11,181,940,092 

(G) 解 約 差 損 益 金 △ 5,432,273,059 

(H) 追 加 信 託 差 損 益 金 9,840,438,582 

(I) 合 計 (Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 26,770,386,059 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｉ ) 26,770,386,059 

（注１） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額を

いい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合は損失と

して処理されます。 

（注２） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、

元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処

理されます。

  
 

■お知らせ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款の「運用報告書」に関する

条文を変更しました。 

 （変更日 2025年４月１日） 

 


